
訪問看護ステーションにおけるリハビリ対策検討部会規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、定款第４０条の規定に基づき、訪問看護ステーションにおけるリハビリ 

対策検討部会（以下、「部会」という。）の構成及び運営に関し、必要な事項を定めるものとす

る。 

 

（任務） 

第２条 部会は、次に掲げる事項を任務とする。 

（１）大阪府の訪問看護ステーションにおけるリハビリテーション業務に関わる実態の把握、課

題の分析 

（２）訪問看護ステーションに勤務する看護師、療法士および聴覚士に対するリハビリテーショ

ン業務に関わる教育企画、運営、評価 

（３）訪問看護ステーションにおけるリハビリテーションの在り方についての啓発活動 

（４）その他、任務達成のために必要な活動 

 

（委員） 

第３条 当部会は協会会員の看護管理者および理学療法士等、理事によって組織する 

２ 当部会に部会長（理学療法士等）を 1 名置く 

３ 理学療法士等については協会理事より推薦のある訪問看護ステーションに勤務する療法士およ

び聴覚士とする 

 

（会議） 

第４条 当部会は必要に応じて部会長及び担当理事が招集する。 

２ 部会長は、会議の議長となる。 

３ 部会長に事故ある時または欠けたときは、互選により、他の部会員がその職務を代行する 

４ 会議を招集しようとするときは、部会員に対し、あらかじめ議題、日時、場所、その他必   

要事項を通知しなければならない 

５ 当部会は、必要に応じて部会員以外の有識者の出席を求めることができる。 

 

（議事録） 

第５条 部会の審議についてはその経過及び結果を記録した議事録を作成する。 

 

（実費弁償） 

第６条 部会員にはその職務を執行するために要する実費を弁償する。 

 



（庶務） 

第７条 当部会の庶務は協会事務局において処理する。 

 

（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、当部会の運営に関し必要な事項は会長、副会長、担当  

理事及び部会長が協議し別に定める。 

 

 

附 則 

 この規程は、令和３年３月１１日から施行する。 


